
※PRTR制度 有害な化学物質の環境への排出量の把握・管理を促進し、環境への影響を未
然に防止することを目的とする「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改
善の促進に関する法律（PRTR法）」で義務付けられた化学物質の排出量等の届出制度。

　ＪＲ東日本グループは、2016年８月にＪＦＥグルー
プと共同で設立した（株）Ｊバイオフードリサイクル
を通じ、バイオガス化による食品リサイクル事業に
参入いたしました。2018年８月に完成した横浜工
場では、ＪＲ東日本グループの駅ビル、駅ナカや弁当
工場をはじめ、市中から一日あたり最大80トンの
食品廃棄物を受け入れ、メタン発酵処理で発生す
るバイオガスを利用して、発電を行います。一般家
庭約3,000世帯分の発電量を見込むほか、排熱の
一部を工場内で有効活用します。駅ビルや駅ナカ
等から排出される食品廃棄物の多くは、脂分や塩
分、包装等の混入が多いことから、飼料化や肥料化

トピックス バイオガス化による食品リサイクル事業参入

■設備工事における廃棄物の削減☆

　設備工事における廃棄物の削減のため、建設副
産物を適正に処理し、廃棄物を抑制する設計・工法
を社内で標準化するなどの取組みを進めていま
す。なお、駅や構造物の建設やメンテナンスによる
設備工事では、外部からの受託工事※による約5.9
万トンを含めています。

■オフィスにおける廃棄物削減の取組み☆

　本社・支社等の各オフィスでは、ペーパーレス化
による廃棄物の削減や、ゴミ箱の工夫等によるリサ
イクルの取組みを行っています。2017年度には、
廃棄物2,642トンのうち、2,145トン（81%）をリサ
イクルしました。

■グリーン購入の推進
　当社では、環境負荷ができるだけ小さい製品を
優先的に調達することを目的に、「JR東日本グリー
ン調達ガイドライン」を制定し、材料や省資源化、梱
包材などについて考え方を記載しています。また、
オフィス等で使用する事務用品等についてグリー
ン購入を促進しています。

［ 設備工事からの廃棄物の推移 ］

※受託工事 列車の安全運行の確保等のために、JR東日本が自治体等から委託を受けて
行う社外施設の工事。

■水資源の有効活用☆

　当社では、年間1,170万m3の水資源を使用して
います。中水※の利用を積極的に進めており、雨水
や手洗い水をトイレの洗浄水として再利用していま
す。本社ビルでは2017年度に使用した3.3万m3の
水のうち、2.4万m3を再利用しました。
※中水 上水と下水の中間に位置づけられる水の用途。水をリサイクルして限定した用
途に利用するもの。
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■ＣＳＲ調達
　当社では、資材調達に関する取引先の選定に際し
ては、自社のウェブサイト上に「JR東日本の資材調
達に関する行動基準」を掲載し、法令遵守や地球環
境保護等に配慮し、企業の社会的責任の遂行を重
視した調達を行うことを表明するとともに、お取引
先の皆さまへのお願いとして、関係法令の遵守や環
境負荷低減を求めています。
　また、原則としてすべての資材関係取引先に対
して、「CSRの取組み」に関する調査を年に1回実施
しており、「グリーン調達や環境負荷低減の取組み

化学物質管理
■法令遵守と化学物質の削減
　化学物質の使用にあたっては、人体や生態系へ
の影響を十分に考えることが必要です。当社では、
定められた基準値の厳守はもちろんのこと、化学物
質の削減や代替も行っています。

■ポリ塩化ビフェニル（PCB）の管理
　PCB機器については、専用の保管庫等で厳重に
保管し、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の
推進に関する特別措置法に基づいて届出を行って
います。無害化処理については、PCB廃棄物処理
施設の稼働状況を踏まえて進めており、2017年度
は、安定器、トランスやコンデンサ等のPCB廃棄物
の処理を行いました。

■オゾン層破壊物質削減・代替☆

　オゾン層保護法に基づき特定物質とされている
物質について、削減や代替に努めています。フロン
排出抑制法に基づく2017年度の漏えい量は、約
0.5万t-CO2eでした。
・冷房装置（大型冷凍機）･･･特定フロン（CFC）を使
用しない冷房装置に順次切り替えを進め、建物にお
ける特定フロン（CFC）を使用した冷房装置は撤去
が完了しています。
・車両･･･気動車を除き指定フロン・代替フロンを使
用しており、2018年3月末時点で0.6トンの特定フ
ロン、86トンの指定フロン・代替フロンを使用して
います。漏出がないように定期的にチェックし、廃車
時には法令に基づき回収しています。
・消火剤･･･消火剤で使用しているハロンは、2018年
3月末時点で64トンとなっており、適正な管理を行
うとともに、設備更新や新設の際に、順次それ以外の
消火剤（粉末、CO2等）への代替を進めています。

■化学物質の管理状況
　化学物質については、車両の塗装や補修等に使
用していますが、漏出等がないよう厳正に使用・管
理しています。なお、PRTR制度※に基づき、特定化
学物質を一定量以上取り扱う事業者として、2017

［ 届出12事業所の取扱量・排出量・移動量（単位：kg）］

年度12ヵ所の事業所が関係自治体に排出量と移動
量を届け出ています。
　また、塗装が不要なステンレス車両の導入も進め
ており、2018年3月末で在来線電車10,589両☆の
うち88.3%☆を占めるまでに増やしています。車両
関係以外では鉄道施設の塗料や、線路の砕石を安
定させる道床安定剤等で有機溶剤を使用しており、
2017年度に421トン☆を使用しました。

化学物質名称 取扱量 大気への
排出

下水道への
移動

当該事業所外
への移動

1,2,4-トリメチルベンゼン 93,044.9 10,347.0 0.0 2,038.1

エチルベンゼン 1,029.0 1,000.0 0.0 0.0

キシレン 74,483.2 6,147.7 0.0 134.0

トルエン 13,652.7 4,550.0 0.0 88.6

ニッケル 4,673.4 0.0 0.0 0.0

ノルマルヘキサン 1,538.5 170.0 0.0 0.0

メチルナフタレン 56,097.5 278.0 0.0 0.0

1,3,5-トリメチルベンゼン 2,809.8 2,800.0 0.0 0.0

クロム及び三価クロム化合物 1,261.3 0.0 0.0 25.0

モリブデン及びその化合物 1,453.2 7.0 0.0 0.0

合計 250,043.4 25,299.7 0.0 2,285.7

（参考）JR東日本の資材調達に関する行動基準（当社ウェブサイト）
　

http://www.jreast.co.jp/order/procurement/
code_of_conduct.html

の有無」、「従業員の人権に配慮する取組みの有無」、
「その他の社会に及ぼす影響などに関するコンプ
ライアンスの取組みの有無」などの実施状況に関す
る把握に努めています。これらの調査結果について
は、取引先を選定する際の判断材料の一つとして活
用しています。

等による再生利用が困難でした。本事業によりＪＲ東
日本グループの食品リサイクル率の向上と、環境に
やさしい再生可能エネルギーの創出に取り組み地
球温暖化防止に貢献します。
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